
〇 〇 〇 〇 〇 〇
過 都 都 都 道 道
疎 市 市 市 路 路

平 地 計 計 計 の の
成 域 画 画 画 区 供
十 活 事 事 の 域 用
三 性 業 業 変 の の
年 化 の の 更 変 開
十 特 認 認 の 更 始

北 海

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
道 公 知 農 知 一 土 土
路 共 事 林 事 般 地 地
の 測 権 水 権 競 改 改
区 量 限 産 限 争 良 良
域 の に 大 に 入 事 事
の 実 係 臣 係 札 業 業
変 施 る 権 る に の の
更 の 保 限 保 よ 計 計

道 公 報

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
土 道 土 土 生 生 身
地 営 地 地 活 活 体
改 土 改 改 保 保 障
良 地 良 良 護 護 害
事 改 事 区 法 法 者
業 良 業 の に に 福
の 事 計 役 よ よ 祉
施 業 画 員 る る 法

第

〇 〇 〇 〇
身 特 産 消
体 定 業 防
障 非 廃 用
害 営 棄 設
者 利 物 備 告
福 活 処 等
祉 動 理 の
法 法 施 工

号

毎
週
火
・
金
曜

月 別 可 可 案 及
十 措 の び
二 置 縦 供
日 法 覧 用

に の
よ 開
る 始
市

金 町
村

曜 公
共

日 下

通 安 に 安 る 画 画（
三 知 林 係 林 道 変 変
件 の る の 有 更 更
） 指 保 指 財 の の

定 安 定 産 同 協
の 林 意 議（ （
解 の 二 林 の
除 指 件 業 適
定 ） 機 否
の 械 の
予 ） 決
定 の 定

売

行 変 の の 介 介 に
の 更 変 退 護 護 よ
協 計 更 任 機 機 る
議 画 の の 関 関 更
の の 認 届 の の 生
適 決 可 出 変 指 医
否 定 更 定 療
の 等 を
決 の 担
定 届 当

出 さ
せ
る

に 人 設 事 示 目
よ の の 又
る 定 設 は
医 款 置 整
師 変 に 備
の 更 係 に
指 の る 関
定 認 許 す
証 可 る
申 申 講
請 請 習

書 の 次
の 実

日
発
行

水
道
の
代
行
事
業
の（ （

公 完 公 （ （ （ （
園 了 園 都 都 道 道
下 下 市 市 路 路
水 水 環 計 整 整
道 道 境 画 備 備
課 課 課 課 課 課

払
い

（ （
土 土（

建 地 地（ （
道 設 林 改 改
路 部 業 良 良（ （ （
整 総 治 治 治 振 指 指
備 務 山 山 山 興 導 導
課 課 課 課 課 課 課 課

医
療
機
関
の
指（

障 定（ （ （ （
土 土 土 土 害
地 地 地 地 者
改 改 改 改 保
良 良 良 良 健（ （
指 指 指 指 保 保 福
導 導 導 導 護 護 祉
課 課 課 課 課 課 課

内 施
容
の
概
要
等（

障 （
害 二（
者 廃 件（ （
保 生 棄 ） 防
健 活 物 災
福 振 対 消
祉 興 策 防 発行
課 課 課 課

北 海 道
（総務部法制文書課）

） ） ） ） ） ）

六 六 六 六 六 六
五 五 五 五 四 四

蘭路広

開札函旭室釧帯

市市市市市市

催幌館川

地

） ） ） ） ） ） ） ）

六 六 六 六 六 五 五 五
三 三 三 一 〇 八 八 八

に１ 北

消関 海

す平開 道

る成

防
告催 法
講 示地 習年 第

及

昭
和
以月び

） ） ） ） ） ） ）

五 五 五 五 五 五 五
八 八 八 八 七 七 六

〇 〇 〇 〇
特 土 北 特
定 地 海 定
調 収 道 調
達 用 地 達
契 道 法 道 方 道 契
約 警 に 収 労 地 約

） ） ） ）
電話

ペ
五 五 五 五 ー
五 五 四 三 ジ 印刷

〇 〇 〇 〇
特 都 公 北
定 市 募 海
調 計 型 道
達 画 プ 苦

道 契 道 法 支 ロ 公 情 公
教 約 教 に ポ 審

－ －
（内線 ）
－ －

富士プリント

〇 〇
北 補
海 助
道 金
収 等
入 の
証 交

火火報

講全消警消消警

類設設設設設

習種火報

分備備備備備

区

びびびび

消及及及及及
報難

設警避警警避

火び
、設設設設設

備報難報

消

報・・

警備備備備備

備火火

設消

下 号講 年

習 法日
防区 律消

告

設分

第
備

習 第
講 ）士 号
」
い の

と 条
う

に 察 基 用 働 方 （
係 本 づ 委 委 労 物
る 部 く 員 員 働 品
入 告 使 会 会 委 の
札 示 用 告 事 員 賃
の 裁 示 務 会 借
公 決 局 訓 ）
告 手 事 令 に
の 続 務 係
一 の 取 る
部 開 扱 入
改 始 規 札
正 の 程 の

庁
育 に 育 よ ー 査

告庁 係 庁 る ザ 委
釧 る 石 開 示 ル 告 員 表
路 落 狩 発 の の
教 札 教 行 実 活
育 者 育 為 施 動
局 等 局 に 状
告 の 告 関 況
示 公 示 す 報
示 る 告

工
事
の

紙 付
の に
元 関
売 す
り る
さ 権
ば 限
き の
人 委
及 任
び の
売 一
り 部

火
消

・
備
設
難

避
、器器

器

五 ）

三

の よ
次 に
を 定
） 規

。 の

示

道 防
り海 消

お北 、
と り

等
る 備

す事 設
施知 用

実
の
。堀

決 の 公
定 一 告

部
改
正

完
了
（
二
件
）

（
道
民
相（

文 談
化 セ
振 ン

さ 改
ば 正
き
人
の
指
定
の
一
部 （
改 出（

物 正 納
品 局
管 総

備

也 整
は

達 又
事

工

七 七 七 六
二 一 〇 八

興 タ
課 ー
） ）

六 六 六 六
八 八 七 六

理 務
課 課
） ）

六 六
六 五



次１
請申平申

おと平申

なの

の請成請

、お成

産り

者 業で年概年
要月年の 廃あ

月所

棄る月日９住

物。

、 処日

北 海

条 北

廃第

８

海

１ 道

項
棄 そ又

告

の
物 受は受

示

規
の 講社講

第

定
処 申団申

理 請法請

に 及 の書人書

よ 号

、海出り
び は北提

道 公 報

６７
申 防防火

講 消消防
受受

手書

設設関請

用用に講

関の他

の 等等る

備備す

第

３４５

の消な消習

次の受講講

設開習 申 各防い防の

講
書 の備の備催 請 号設も

ず免講時 の い士士日の

れ状習及 受

号

見小
北苫受

２

平講 牧
成市市
十
三対
年消警

十火報

代

設び

設及

施称

理日名
名

請氏

申の

可者

許表

置
書

掃 各道後、
清

下請

以申

他防防受業
に 消消の産

部備地棄
す 本設講廃

関

各会変処
法 、協の物

る

支に更理
律

和 地求、設
昭 庁請は施

域す認設
法 策こな許

年 政るめ置

先

法事令付

係工法数送

関整関

にはに

令又等料
と便

す備す講こ郵号会

習 るにる

幌話

区 事関事。番札電

ご るセ番

分 項す項）号
ン号 と 事

に 項－タ
ー

交受会 期

かのをび 付内

当をた

該付け間場容

に

途

るけと平は別

す受こ

受

者たの成、

日あ

申

かる年月講

ら者

年、３ま者

２で月日請

象

以当日であ

月設設

十備備

二及及者

日

備備
設設

報難
警避

びび

金

消
・

曜

器
火

日

者
は

」北又

書所

請住

申の

事）

う知名

い道氏

と海

とい可
の
容
内
の堀

）
。

域請 第 地。。申
律 部

政が
下

、た 以

課っ 。

策あ 号

海
北。

防う

部い

務と

総」

道法

ビ－
ル

円

－ 札
幌

北 ２４１市階

海

間間央社 道） 時時時中
５人 証

北法 入

区団 収

間

り

６道 よ

西海 に

条北 紙

内該のて

丁消

者習）印通

の講月消に

、受らあす

でをかの知
るる 消け

設日の

防た日も。

まり

士ら）限

備か月に

を以け

習年で受

講５

は
等也

要
概達

受内郵付

条次１

、

申平

２おと平申

のなの

の請成

の、お成請

４産り

第業で年概年
要月年 １廃あ

消）

災。

項棄る月日９

防第

課

北

廃 海
道棄 所道す

告物 意及意後る

示の 見び見志こ

第処 書施書支と

理 に設は庁。

２設 入

目防 納

はの、地

３

る２協
番備 す

縦縦平見この

アイ意境
産全

覧北倶覧成書の保

の の海知の

廃の

場道安期年提業上

出

のる

けの送け

所後町間

２

と合）

この場。

たも

虻産廃産汚く第

ハ属法

田業棄安業泥ず
ガ第

郡廃物定廃、、条

物プラ２

倶棄の型棄廃

知物処最

棄

郡コ廃

田セ業

虻ニ産

月

知輸物

倶運

の物。

規処日

置
り設

よ設
に施
定理日

書
棄請

廃申
業可

産許
、

処
物

及
号

清 意類海政

び 、種北域

に 書記知部

掃 見を道策

す 提の境

関 を載事環

法 す、便活

る 出上郵生

者活号）

律 る生番課

昭 の環に
平和 氏境
名の－成

物地

及志住月棄見

び支民
環か理ら

時庁部日処か

同設意

域境ら施の

間地

設書

策策年の見

政対
部課

に提

環月置を

境

、る

活ましす

生日関出

安処理終処ラス項

課で

ずび

町理及処理スく及

設ッ及第

字施び分施チ

掃及にクび３

峠設清場

種にびお類陶項

下の

器規

番類関管い、磁に

型処くく定

地す理て紙
、、る

法最理ずずす

る

請

施処る木が申

律終す

限理

安有処

行分産くれ

設

下の

峠社設

字会施

町
古

役所
締場

取の
表置

代

設
施下

理以

谷

海

可」北

許書
置請
設申

。事

がう知

請い道

申と
。内
たの堀

っ）
あ

年 及保

年法 び全

律 住上

第 所の虻月

並見田

び地郡日

にか倶号

業の安）以

産ら知月。

棄見北で

廃意町ま下

処記条到」

物を１に法

利こ
理述東着と

係で

午午曜関が

日害と
有る

９８及をき

前前日
土す。

時時び

か

をは

午か日者

ら分曜る

時後く北

５午除、

後ら
５。海

令場業ずき書

分時）道

）廃、類等

和物維動縦

昭棄繊、の

のく物覧

政類、ふ場

年種ずのの
、時

第植尿、

令動ん所

物
性動間

期 第さのび ）残物及 号

之
和

、死

五
四

い

、
は
等也

要
概達

の
容

。

設る丁るう

施す２す
提第

設とう）

のこ目よ

置。北

場海出

知 ま ７

環
活

で生

まに

で分事

く 第ム 条ゴ体間

ず

、金 ロ、 号



申特代主

第
法１２３４

平

請た 条成定

平 非る 表 第

の成

事 ２年営

十 利者 あ 項

三 っ の月活務

年 動所 規の十 定日法 た

北 海

款 北

特の 海

定変 道

非更

所道す

告

営

及意後る

示 び見志こ

利名 第

活称

施書支と

設は庁。

動に の、地

促関 号

類海政進す

種北域

道 公 報

３

縦平見こ境意

アイ意環
保書

北古覧成書のの見

の産 海平の

上は

道町期年提業全に

出廃 後住間

物見意

志民月棄の、

支課

第

２
法
覧

古産廃安産が第縦

棄 平業定業れ
第場

物 郡廃型廃き条の

物、２所

の 古棄最棄類

処処処廃項及

処 平物終

大理分理プ及び

理 町

号

産廃

請平平業

申古古産

住平有物

の古業棄

者郡

の 、大会理

所町限処

月

所 年 に人

十

月 よの氏

二 り名在

日

障川北

す
告

公日称名地

。成害端海

る平

金 者日道

年・出帯

曜

月尚市

９児夫広

日

部変

を道策法る

６之西

記知
の境成）

載事環平更
の 上郵生

生番課法証

、便活年認

環に第申

活号）律の

平７請 境

）あ

の－成号が

保

年第っ 全

地か理か書

庁日処地見

政同設の提

域ら施らを

設見す

策年の意出

部

にを者

環月置書る

境
活まし出氏

生日関提の

利る及

課で、す名

場施ラび時

及

日害こび

歌設）設ス第間

び 字施

おッ項

掃 棄のにチ３

清
類いクに

に 町種
関

て類規

理金す ２る処、定 番す
律す属る 、法

るく申 施
令 ３業、書

行 番産ず請

浜設

名字社施
、廃ガ等

表設

及町代の

称
び

取置

の 者役場 地 表締の 番 代
名谷

氏鶴 ３ の所

請一

申啓

日基

海目

北丁
６

南

金条

道

た

堀

号

事９

知番

上

第で

の虻月条の

見田
か倶項同

地郡日３、

の安）規第

ら知月の条

見北でに項

意町ま定５

記条到りお

を１によに

す２す次て

述東着、い

午曜関と住
る丁るの準

をで並

前前日係が所

午

及 ９

土するに

時時び有きび

も業

らら曜る。産

かか

は棄

後後をの廃

午午日

北処

時時く、物

５４除

ま。

知設

ま道施

分で）海理

で

和 イ物ス縦

昭 字棄ラの

ナのく覧

政 沢類及場

年 リ種ずの
び所 令陶、
磁時 番第

器間

７

、期 第

ずび ）

く及 号

は
又

所
住

の
者

ム 条

ゴ間

青亀石島竹

也
達

）
名
氏

麻

水熊柳嶋井田内

清小

和治健恵

紀大衣秀賢理

おす

こ目よと用
之士子

出定同

。北提りる

とう

崎藤木

北山森藤工植

海

示

朋昭保勝佳

志

川賀谷

置

に設

事の

子二寛子利

安種阿半長太西
活場

生

市部田内田部

洋子洋一史泰

里博正

乃

く 第

稔

ず

指
ロ

号

北

身定氏矢菅 海

し平島田 道

た成

体
告

知忠

障
。 示害

年名己夫 第者
福

月

外内内内

載
記

に
款

定
５

科科科科科

外
形

外整眼

加

市留滝滝幌幌栗

科科

眼耳

立川川内内山 萌

加

喉

小咽 ・

鼻 科

内外内内
医医ク

科科科科科科

児
療 療 こ療リ

ひク羅羅医
町人ッ 法 法 ば法ニ 臼臼

眼内眼整外外テ

人 え町

形形・・シ

科科ー

神整
内外外臓ハン

心リョ

経
科科科科科管リ

血ビ科

こ

総美介聖総恵ひク

科

病庭え 丘 老ば 合合 ヶ 護

祉

人 病唄

診外神 号法

日経

科・

和科

昭療内
恵札

第
律

法目科科

年内

従

と

的
目
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也り也

達促

也第
進 条

間 法

１基

）般 条

達道一 ８
農、 第

備間 法

１事縦

也）の 第

一 ８
］、 第

海

１用縦

業の 第
農般 条

庁
支
勝

十
道



北電旭北電留北

平 海話川海話萌海

成 道市道市道

十 住留 永上 空

三 之萌 山川 －－ 知

年 支６支江支

十 町庁 条庁 庁

北 海

話見

電檜北電虻北電岩

道郡道沢

話山海話田海

郡

市 倶後 江檜

８ 知志 差山－ 町支－安支条 －

西 町庁 字庁

道 公 報

館海

札北電札北電函北

市道市道

幌海話幌海話

市道

美渡 中石 中水

４支

央産－央狩－原島

区支 区林

丁庁 北庁 北務

第

２３

製所札の禁破札

入次入

ず産者明

にい治産説

製

、

造在加れ者で書

造参
るもは権契

年すに又復

月元地者該準を約

号

１

機

付・

に式

札名数形

入

－ 件称量号

物番

る械

す

－月 経２経 経

十 丁済 丁済 済

二 目部 目部 部

日

務務－務 内内 林林１林

課課２課 線線

金

曜

日

陣経北経５ －－－
丁 １済 屋済

目 条部 町部
林東林 内内 務２務 内

３課丁課 線－線線

目

３部３経目経 －－
６済 条済 条林

番部 西部

林

西業
６振７林

線線 丁興丁務号務 内内

目課目課課

－－

必し治な項

に当禁得条
者の

平エ旭要な産いそ

市資者他

成ノ川ない者

産
株山す係

年業永格と関

る書

６
月式

す

丁示

社１を

会条。類

び
及

１場

目

数木２

等乾一－

量材基
燥式

・
型

置２

装×
－
－

号
５

番所

６

入かなす便

額及条属郵
は

北 札 上らおる又

び 以

落電

海 保 の第、。

道 証 入

札報

４５

札

執札

北電札日場入

入入
保に 道行

札 海話
の参 根

日 室

話室

電帯北電釧北電根

道市道市

話広海話路海

市

常 浦釧 東十

盤 見路 ３勝

河海

網北電室北電浦北

市道郡道

走海話蘭海話

市道

浦日 幸胆 北網

河高 町振 ７走

市道

話内海話

電稚北電

末宗
広谷

よ ま 務 の 保者に 条 財 金
則 付 金契る で 規 納 証が
定 方 を約入 の
和 等 付締 め 昭 法 納を札

は す結 る
と

ろ 北 地 こな こ 年 、 るし
よ 道 自 。と に 海 方 とい

証加

。 則 法は る 規 治き

及時所金
し 支－時

う 経び －よ 庁

場と 済

所平札北
市道 内る 林成幌海

す 部

者 務

央赤

は 課年中庁 線

、

月区れそ

条庁

者 日３が

の ２北ん

の

－－ －条支２支町
３ 丁庁 南庁
３経目経丁 －－－
目 ２済 丁済

番部 目部

林番 内 林

課 線線線 務号務地 内内
課

条支９支町支 －－
栄庁 番庁
経丘経 －－ 西庁
３経

東済 号済 丁済

通部 部

林

目部
林林
課課 線線 務務号務 内内

課

４支 －－

丁庁
目経 －－

２済
－部
林内
課 線線 務 内

行当

第 施、

。落

号 令該
が 下 和者 以 昭札

務 政付 財 年納

五 規 令し

九

入 則 第た

」

６２

見 金西舎

保 と 号札

号

っ 午目４

も 丁階

積 ）

金 室

約 時議

契 ２会

た 後

の
額

金 う 第証 い ） の
分

。は
に の第道 条）

帰 ７ る
す

当
相

に
５



定 北

森す 海

る平 道

。成

林
告法 詳こ

示 細の

年 第昭 は入

和 、札

月 入の

号年 札執
説行日

北 海

っ得アイ

落てる契

落に の札も。約名所 分
者
が札関在

称地

相な至る

にいにす

当いら事

道 公 報

金 開札入落を

そ入額た

の関金算
額 札 札に札加

た
を 定 時す額し の） 決
当 お条係金
も に にるに

他い件る額
っ

第

８９

提提

者契契の入入

た結
書か参参

を約約日札札

出

札作のら加加出

落書

申希 者成作
以書者

との成日込望期

否要内のは限先

す要を

る

号

務 め札
認落財

７

平規 な者
成則 いの
十第 も決
三の定

年と方条 十

公

第 書、

律 明は

法 す法

に
よ開

。第

。る） るす号

を

す場な務

１
第

２
の

条

金はっ担北札電

る合か

道市番

額、た当海幌話

札合る水中号

を入場す

札参は組産央

入
書加、織林区

に者入の務北－

記に札名部３

及業西－ 載よ参称林条

すり加

る再者び振６

落 っ てに消

て た

２反税該
札 て 、違費当

格 、 海にし及金
価 は 北

入地に
と 入 道規たび額
書 産す札方１す 札 水定

費未の に 林るは消円る

部格無税満で 記 務資、

端入 さ 林を効のの、 載

しす扱数札 れ 業有と取

次

。及し）提、

に た 振

代代でに平郵

び、ま出

番

金金のよ成便

支は指り

払北定所年号

方海の定

法道場の月
－ 知所入

事に札日

が納参

第

行す申）札

発付加月

月

１ る

十

項 。

二

の 日

り
よ

に
定

規

金

め
定

曜

売
た

日

道 り

海 よ

北 に
定

規
の

項
保

に
う

堀 よ
の

事 次

知 、

も度を所興丁

札象地内 の入対在課目

すをと線 と
る実し

。施た－

す随
行
たを
ま約
。契） る意

興なるいが

度こ
再う
、

者る加 額 課い。あ参 金

者 該 しきる 当 のとす に

札そ、 額 入、は 金 たは

及の見 の

積 び端
５た

の金 のっ

こ数 分も

する込幌

告を に契

公額

納とを着中

るこ書必市

す北

書出区

付。提）央

、と西

りこ条

よる３

に

払

日
期
の目

定丁

指。６

高
最

、
で

上
以

格
価

定
予

３

指

也 を
林

達 安

の
格

価

る平保指指

森す
定１２

定 安 法。成

林

定

の施 昭年林

の 和

より
に有
札も
入と

月

道
海
北

イ

告 支

示 町立次庁

第 木 村間の経

の 森伐と次済

金

に切 相約
林におの部

るての

め捨 す額

定り 当

２
る

ア
主主 定 安 庁立

支保指指

の施の 済伐伐 林定木 経
部はと

アイ

締
約
契

立町立次

木木 主主村間の
おの

のの 伐伐森伐と次

１

し
を

札
入

はと林に の施

林定定 安
保指指

業 所
在 年

第所的件

律場要 法日目
の 第

流の衆 ）沙次公 号

郡図
平に保

字部 ２

町す の

取示健 条

伐号

ると」務 採 整係り図林
び及 限

計森す及課 の

備
では度。び

画林る
と町

め次の真

定、次厚

準おり場

標とお役

るの

、え

期とは備

伐り」に

採 業 所 林、し の伐

齢す

要 課伐伐 目の 在 務択て

的件法よを

及に採 方 場
土こ

別。る

登るす

び所

所郡のが

役払砂と

市勇
のる

備真出き

に厚流で

、し整係り図 伐伐

え町

のの

択て備ると」 採採
るび 方限

伐伐計森す及

よをでは度。

に採画林

法
。るめ次の

るす定、次

おり

と標とお

こるのと

き期とは

で伐り」

が準

要 目 在

業 所の

る齢す、

市の
別砂

登土
所的件

場

２

二分 第

町の
内出
札流

る の

谷限 項

風に
。 規

よ・ 北、 に１） 定の
海

りの 道

の

事３ 次１ 知の 、

い

以る省置

上 う

堀以 よ

覧

も、縦

のして

上。略
面す

す図供

とのに

のそ
書

係
関）
び。

。及る

る
は

い幌備木

置字防立

類

、

て内

縦

当
木

供立 １ に該 の 覧
）在 図 。所 の るの 次 す

立以る省

市 する 示す に

、も、

はのし

木上。略
面

立す図

該との

当のそ
係

在関

所び

の。及

木る

防

市類

る書

す

備
部

す
示

に
図

の
次

六分 〇

達に 安

筆 保

２ に

る
限
に

海
北

を

指て
也い を

つ 林 限に に村 分町 部

振
胆
道

村北

町を

）市 。る る係

）
。

市振

る胆

係道

に海



２

林保場指指

平 務安所

成 定 部林定

十

施 次治予

三 の の山定

年 業 図課森

十 」及林

北 海

イ

滝そ主村間木の

町立次
お

の上の伐森伐のと

次

係採り

森町他と林に伐

林のし整

に国森て備るのと

道 公 報

１

第成保場指指 ）平ア 号

安所立

年林定

予 条定木
の

森 規の伐 月定施 の

業 日林採 定

第

北

農 海

林 道

水

ウ庁

告 立次経

産 示 木 間の済

大 第

臣

の 伐と次部

伐 におの林

か 係り図務

ら 採号

森す及及、 の
ると」課

号

伐林

木主主森

立村

アイ

採、し備 伐はと整

の伐

目

伐伐画 の
択て計

月 要 及びの

十 び滝所

二 上在的件

日

別源

と場紋水

の役
次町

り備郡の

おに

金

は置上ん

」え滝か

曜

省て
、い町養

日

有林伐計森限す
略縦国

。

い林に採画林度る

つ

定、び

て。つをでは並

のてるめ次に

は次いす

と栽

主図はこるの植

、

主が準おの

伐に、と標

法

、す伐で伐り方

は示

る齢す・

択部にき期と

ににる立以る期

伐分係

目の に

よ限伐木上。間

在的件法 る所方 よ要 の

の っ別源 あ紋水 が
知

通

町養

上ん 。滝か た郡

。平の

林るびび次 限

国

は度

役に

次の町う

、次取よ

おりに安

とお場保

のと
置指

とはえを

り」備林

。略てす

る省い定

す、

よを定

に採で 方

し縦る

準
こ標

。るる

るすめ

法

上
る以

き齢
で期

が伐
と

に林

し覧有

はも
木の

立

図るの

のす次

そ供。

、
関す

び示

及）に

面。図

北る

を限

類に

書分

係部

種、もび

るる採はの及

該と種

）を当の樹

。。
いの。

な木る

め立す

定

林
有

村
町
市
る
す
在
。所 知示
道に
海図

北の
次

。

覧予

る
限
に
堀分
部
事す

図すあ

の供で

そに定

、

森

び）、

及。旨

面るる

類
書法

係林

関
北和

を昭

。
立る

該す
当と

、の

海 に
村
町
市
る
す
在
所
の

木

４
産
水
道）

海。
ア

次滝 定

安所立

保場指指

森町 施の 予の上

定木 林

林

イ
市
る
係
に

定

町立次務

主村間木の部

おの山

伐森伐のと次治

３

也
）
達。

と林に伐

ア

滝そ 定

安所立

保場指指
施の 予の上の

定木 林次

定森町他

林

イ
支第

高律

日法

道年

町立次務

主村間木の部

おの山

伐森伐のと次治

ア

町
市
る
係

と林に伐 他

のの上の

木次滝そ

立

業 森林 の伐 森町

要 のつ有 目の

林に国 採

在的件法て。

所い林 方
伐に

紋土主図
、の
は次

滝流、す

郡のは示

別砂

図課

町の伐分

上出択部

るのと」及

し整係採り

滝

伐計森限す及び

て備
は並。上

採画林度るび

をで
次にの役

す定、び次町
おに

こるの植と場

るめ
が準おのり備

と標と栽
と法は置

で伐り方」え

の伐

る齢す・、い

き期

業 森林の

つ有林 目の

林に国森 採
て。つ

所い林に 方 要 の

、のて

は次い

在的件法

別源伐に、

紋水主図は

滝か、す伐

郡のは示主

町養伐分係

上ん択部に

と」及

し整係採り図課

計森限す及び

て備るの
。上

採画林度るび滝

伐
をでは並
次にの役

す定、び次町
おに

こるの植と場

るめ
が準おのり備

と標と栽
と法は置

で伐り方」え

の 伐

る齢す・、い

き期

林

に 方
つ有林 の
に国森 採

て

は次い

法て。つ

い林
示主

伐に、

主図は

、の
伐分係

択部に

、す伐

は

防にに

林。。

有るる

国備よ限

に
図

の
次

。）

六 示

一

立以る期省て

に
分

部
す

の及し覧

木上。間略縦

の樹そ供

、もび、に

は
立す図る

該と種のす

当
所び

の。及）

木る面。

にる
市類

る書

す係

在関

に
。種

有るる採

国よ限伐
な

のめ

次定

。）を

林。

て

に
分
部

す
示。

にい

図

上。間略縦

立以る期省

もび、に

はの及し覧

木
と種のす

当の樹そ供

、

）

木る面。

立す図る

該

書

す係

在関

所び

の。及

採

よ限伐

ににる
市類

る
な

め
定

）を

。。種

るる

村北

町を

）
。

る
限

。
い

る
限

市産

る水

係道

に海

係道

に海

村北

町を

）
。

市産

る水



ア
次滝そ主村 定

立町

指指

林 施のの上の伐森

定木
林のし整 の伐森町他と

業に国森て備 採

北 海

６

林保場

イ
立次務安所

木 間の部林

おの山定

の 伐と次治予

及林 採 係り図課森 伐 に
ると」

道 公 報

ア
次滝そ主村 定

立町

指指

林 施のの上の伐森

定木
林のし整 の伐森町他と

業に国森て備 採

第

５

林保場

イ
立次務安所

木 間の部林

おの山定

の 伐と次治予

及林 採 係り図課森 伐 に
ると」

号

平町

成そ主村
十の伐森
三他と林
年のし整
十

つ有林伐計 目の

森て備

つをで

い林に採画 方 要

は次いす定

的件法て。
主図はこる

、のてるめ

主が準

砂伐に、と標

土

期

流、す伐で伐

のは示
伐分係る齢

出択部にき
伐木上

防ににる立以

の

限
森す及びの の

備よ限

は度。上在

林るび滝所

のと場紋

次の役

、次町
え滝

おり備郡

とおに別

す、い町

とは置上

り」

る省て

有林伐計 目の

。略縦国

をで

い林に採画 方 要つ
次いす定

的件法て。つ
図はこる

、のてるめ

は

が準

砂伐に、と標

土主

流、す伐で伐

のは示主
分係る齢

出択部にき期
木上

防ににる立以

の伐

森す及びの の

備よ限伐

度。上在

林るび滝所 限
は

のと場紋

次の役

、次町
え滝

おり備郡

とおに別

す、い町

とは置上

り」

る省て

。略縦国

月林伐計

十に採画

二つをで

日

標

はこる

てるめ

いす定

主が準

、と

金

にき期

伐で伐

曜

る立以

係る齢

日

、も

るる採はの

伐木上

定該と

）を当の

。。種
所
いの。

な木る

め立す

し覧有

村
町
市
る
す
在
。

の

のす次

そ供。

、に林

び示

及）に

面。図

図る
を限

類に

書分

係部

関す

種、も

るる採はの

北る

す

定該と

）を当の

。。
。所
いの。

な木る

め立

林

し覧有

村
町
市
る
す
在

るの

のす次

そ供。

、に

す

び示

及）に

面。図

図

る

を限

類に

書分

係部

関

を当の

種、も

採はの

北

。

な木る

め立す

定該と
村
町
市
る
す
在
。所
いの

イ
市
る
係
に

次滝そ主村間の

町立次
お
の の上の伐森伐と

木

道）

海。

森町他と林に

８
産
水

務安所立

林保場指指
ア

定木 部林定

係
に

の山定施の 次治予

イ
市
る

滝そ主村間木の

町立次
お

の上の伐森伐のと

次

）

海。

森町他と林に伐

７
産
水
道

務安所立

林保場指指
ア

定木 部林定

係
に

の山定施の 次治予

イ
市
る

にお
の 伐と

木 間の
立次

林のし整係り 伐
す の

に国森て備ると 採

画林る 限

つ有林伐計森

つをでは度。

い林に採
め次

は次いす定、

て。
主図はこるの

、のてる
主が準お

伐に、と標と
期と

、す伐で伐り

は示
伐分係る齢す

択部にき

」及林採 業 図課森の伐

び滝所方 要 及びの目の

上在的件法

別害

と場紋干

の役
次町

」え滝防

り備郡の

おに

係採り
、い町

は置上備

林のし整

限す

に国森て備るのと

画林度る

つ有林伐計森

つをでは並。

い林に採

に

は次いす定、び

て。

こるの植

、のてるめ次

伐に、と標と栽

主図は

伐り方

は示主が準おの

部にき期と法

、す伐で

の伐
伐分係る齢す・

択

目の

」及林採 業 図課森

件法

び滝所方 要 及びの

上在的

別害

と場紋干

の役
次町

」え滝防

り備郡の

おに

係り 伐

、い町

は置上備

。

林る 限
森す の
ると 採

す
と

り
お

と
の

次
、

は度

伐木上。

ににる立以る

種、も

るる採はの

よ限

す

定該と

）を当の

。。
。所

いの。

な木る

め立

省て

市
る
す

在

。

、に林

し覧有

略縦国

。図

図るの

のす次

そ供
係部

関す

び示

及）に

面

にる立以る期

類に

書分

の及

よ限伐木上。間

に
。。種、もび

るる採は
す

定該と種

）を当の樹

。所
いの。

な木る

め立

省て

市
る

す
在

。

、に林

し覧有

略縦国

。図

図るの

のす次

そ供
係部

関す

び示

及）に

面

。
る

類に

書分

六
二

北る

を限

市
る
係

に
村

町

係
に
村
町

産
水

道）

海。

道）

海。

北る

を限
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る
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布平

達小

平
成 小幌

十 平加

三

町内年
十 線線

北 海

路

平解在道道路

１１２

に所のの

成除場路

る類線線 年係種路

安、

月保名

日林道区名

道 公 報

定 北

森を 海

解 道

除
林 イ

告

す
法 林

示 立次務

る 第 木昭 の部

。 の和 と次治

おの山 伐号

と」及 採年 り図課

第

ア

主村間 定

所立町

場指指

に 施の伐伐森伐

定木主

業、し整係 の伐はと林

択て備る 採

号

９

務安

林保

部林
林

図課森

の山定

次治予

」及

月
十
二 留留留留

日

小小

郡郡郡郡

萌萌萌萌

町町町町

平平平平

小小

金

達達小小

字字字字

曜

国国町町

布布平平

日 有有

す覧
縦

び区

所及

の道域

限
北に

郡分所

知部場

空
川）

赤。
字る

村

るび早 限

律 す及び の法

度。来

第

次町
おに第

と場） の役号

り備

第

、い２

は置の

」え条

伐計森 目の

略縦２

省て

をでは

に採画林 方 要伐

め次

るす定、

的件法よ
と標と

上公こるの

。る
で伐り

筆のが準お

３衆

る齢す

先健き期と

地保

の
林木上。

有立以る

国

上在

び滝所

及び

払 おに
と場勇

の役
次町

い

来 は置

早 」え

郡 り備

北 略縦

字 省て

町 、

布布地１ 達達番番 林林

らま 業業か先 事事先地
で 区区

班班
小小
はわ
班班
林林

地地

・
北

つ
に
事筆
知２
道上
海以

、にの

し覧項

次
て
い
堀

よ

図るに

のす定

そ供規
の

関次

び、

及）り

面。

の

北保

をに

類う

書よ

係

該と

の当の

次、も

。は

すの。

示木る

に立す

図
る市

限る

にす

分在

部所

、に

進 し覧

）村

。町

そ供
面。・

図る先

のす地

及）
書・ 係先 関

地 び
類

らで
かま
先先

北１

をの

別
の前後前

後 更２変

示間

也に
図
達の

たの間平前

道しそ週更

法。関、成

路

係一

昭図般年敷
地 和面の

指

水の

道林

海安

は縦月

産

北 ２

海
告
道

作作作作作

示 業業業業業

第 期地種期地

間域類間域

号１

市
る
係
に

北

留） 海

第平

置

道

成作

萌 い

告開 て

業 条 示発 縦

に年種 第

類

建 覧
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水
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海地
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２３
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て

らでらで
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第道
設。延

路 第

道 ）部 号

整長
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課 第

備 条
号

成塩共成前

平天公平苫
町 町測

７幌８

年、量年

月延３月

町、

ら基ら

か級か

日４日
準

部

月点月

て 号長 す

測

ら 。用共

か る準日公

の同
次る量

、 ）す

４

お第、

と法３

り

点

測１準

共第基

公条級

略

さ省
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量項

害道の

風農そ
、
し

れ由
北

備とを

防地面

の用図
る海

す

六
三

等 の

び道 項

留
道

海
北同

覧重 に

縦の 定

のと 規

次
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所北区 り
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事縦 の

え知 路

備道 道

に
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い 区

置

）

規
をの）

でで

まま

日日

北 旨る
るよ

すに
施定

実
あ知 量が道 測知海 、通
っ事 法

知
め空
た道
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び
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務
林
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済

経
庁

支
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告 次

所
業
現

木
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萌

北

か也 り

日 お
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年

え
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平道路道区

日
の１２３

の線の

ら成路路

か
２

類名域

週年種区

間
、月
一
般日道勇

北 海

更 北

道しそ 海

たの 道

。関

路 地町

告法 先

係 示 か番

図 第

面

昭 ら６

和 斜地

は 里先

、 号

清で北

年 郡ま

道 公 報

道路道区斜

日
の１２３

線の郡

ら成路路里

か平

の ２

類名域里

週年種区清

間

水

、月町

一
般日道摩元

第

更 北

道しそ 海

たの 道

。関

路 線

告

係

法
示

図 第

面

昭
和

は
、 号

北

年

号

布
達

平石

成狩
十沼
三田
年停
十

停間

覧別

縦本

の道足

車

の

る線変後

す場

供車

に

律 里海

法

地
敷

前別

。更

水建

第 町道

元設
路 第

道 ）部 号

前後整
び 項

及 １

課 第

備 条

北 の

覧斜番

縦湖７

の道周町

に里間
別

。更の

る変後

す
供線

敷
前

地

留建

第道

律海

法

萌設

平路 第

小道 ） 郡部 号

町整

項

布及 １

達課 第

字備 条

萌北 の

留び

月
十
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日

町
平

小
郡

萌

金

達
字

曜

留
布

日

事
知
道延

海
北

員
幅

の

萌

海 規
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堀長

道 定

でらで広 よ

まかま帯 に
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現 道

木 、

土 り
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備 域
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置 次
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の

事
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道延

海
北

員ら
か 幅

部道 定
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森
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日
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道
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８

年、一 号

第道縦

律海の

法北般日

建覧
設に

路る 第道す ）部供 号
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項及 ２課 第備 条 後

西川地

で里本ま

まかま美郡先
町
別別で

でら
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前前

らでら

かまか

地始び 項

堀
事
知
道

海
北

る海 規
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地
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かま
成木 、
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萌 よ
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道開
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土 り らで幌 よ かま札 に

業 の現 次木 、
道所 路に の備
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六
四
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留
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北
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所
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施都種事事収

１２３４
用 行業 市類

平 者施 計及

成

の行 画び業の

十 部 事名

三 業称 名期

年 称の間地分

十

北 海

業 北

都を

３

海

認平 道市 縦

可成 告計 縦

し 示画 覧覧

た年 第法 に

。 供場

月 昭 す

号和 る所
都日

道 公 報

１２
市線線

）平都都種幹幹

計計街街

北成市

海

のを

道年画画別路路

建

類め名３３ 設月種定

部
都日る２４

第

規提 北

都定な 海

にお
出

道

よ、
す 市 平

告

り関
る 計 和

示こ 画
、係 第

都市 番と 法

が １市町で 昭
計村 地号

画の 先き 和

号

ら
小か

郡先
萌地

区留１
郡
字萌

町留
平

月
十 札札平札

二 幌幌成幌

日 市 市圏

区

都年北

市

７

計月北

画

金

路か西

道日条

曜

業平丁

事ら２

日 成目

の道

律 画海

法 計北

年 市
変建

第

更設
の市第

案都）

の部号

と計
及１

目り課第

丁お画条

）

市土４

課区

画路の号号 計道地

泉 る港温 す里 と域臨朝
目樽

起小丁小

称線通 。

市市

樽

る ま

及そ 法変民。 で年の住
案利提 第のびの 律更
を害出

第

後の係は ）
次関先 号

と人、

おは札
市 告縦 第

幌 り、 条
示覧 ２中

平 和
小 平
町

前別
更の前

変後
間番字

敷
地

、 ３

西

・月条

４３７

・年北

北８

で目

道北ま丁

海号日３

堀）８

通北

事条、

知８

定

樽規

小の

び項

２
西
条

２都り 泉築よ 温建に

市
市と

都の 目部次 丁市、

稲新
目課都

丁画り

計お

海終小小 北

点４２

穂光
里 事勝朝 知市市 道樽樽

樽

主小丁小

堀点町川

納

の期 項

な樽目

央

日間 に
ら満 い北 かまかの お区

週の 準条 ２了 て３ らで

間日 用西

、ま す６

一で る丁

般に 同目

の、 法

便

縦知 第郵

覧事
にに 条番

の
員らで

かま 幅
延

し
び

也及
目

達丁

国重
長

境業第

平正環事、

改興

成す平

９る成生」
活に項 年。

所めび

北年部改及

海

事
画

計
市

道月管、第

北 １２３

道
海

公工事工

告 事 共事の

示

完

下の区

第 水内域

了 道容又

過
色新 経 達市市

の及は

水
地１５

也内光

北

過道 海

疎の平 道

地工成 告 収使

域事 示 用用

活を年 第 のの性次
化の月 部部

す見 １
供意 第号

る書 項

認
を１２３４

の。を－
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北

都
道
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市
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削
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示日事８項
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終進ポ

称工間日
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施 道 村処プ 入 別末ン

更

番平

境
環

定場路設

特理
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了
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別お日
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幌し法
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丘２
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東平た

称の間地
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町法

幌幌成
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日
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市
計月

画

昭

事ら
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緑日
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第 条

律 ８
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年

３
地第

目）

丁号

内
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付化
１を

関興を項

に振項１

権」ずえ

る業項加

す事

の海繰。

限北をつる

委道北り

六 任知の上

五

堀・第

の活、

）事生げ

一
部ス

公郡郡郡１
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表件 び５ 情 及苦 １況

表

関ら
にか

２数

公

る月
す９
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２
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十 ー日地道

北 海

及 査内告告 審の勧勧
４
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表
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事果申申 理果た結

処結
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況
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査査査 査容

号

て情
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申
情３
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のの

月 ザ域内

十 ル文で

二 の化活

日

い

をーて

出ポし

提サ動

請ネる

要ト

金

るト化

すッ文

曜

備体

。整団

日

状た 関合のし 機
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公

不な には 為の 行況も の
も計

い。 なた がっ 備か
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の
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のた にはもっ 表訳た沿

の
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審
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事 事事 事事たる るたっ
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事計
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で件 り

お
と

の

知や

道者

海践

北実
動

活
化

文
、

堀者
導

事指

告 で件 討り

検お

査と

４６
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５
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北 海

事１２ 北

都は 海

、平開れ開 道

完成発る発

市
渡

区地許

計
了 島画
し年域域可 支

又のを

法
た 庁

。月は名受 告

工称け

昭
示和

日区た 第

道 公 報

ロ出細

関３プ提詳
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情にポさは

連
。ルプロ

をじザたプ

報
手にロポ

入

第

４

約

平提持の手日契要

そ
すに語書

成出参他続本

場
こい日成

年所るお、作

は
。使円要
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平出参ロ

成場又ポ
十所はー
三は郵ザ
年、送ル
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第
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）
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日１

４第
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第
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法
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ー
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るすーザ
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照内書

の明

庁

。

口つる

窓によ

会容に
て

い

告

用否

ア
ヒ

にす

日

、

午。語

）じ言

木同る

時貨

５通

後
月書提

十に留出

二同郵期

日

る出
限提

。に、

じ便限
。場

金

に及
）所

曜

る方
よび

日

定

建海 規

渡北 の
項

。法

勝 よ

第十 に

指道

開

号長 の

５庁 次

－支 る

本 項

に

山 為
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開
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グ
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リ

示

工

冶 る
す

篤 関

。
う
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北 ７

海
道 平契
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釧 北す

路

５６

工

雄 る
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３４
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名円方札札

北

次 海
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釧
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約 審
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成

請請項 請を

十 を 書行

三

示 のの類っ

年

す

のた

十 提と

北 海

３

者の るあ条

は審

こ付ア査 条 こ当る件こ

を調と一かを の の と該

の 札 証達。般ら申 ５ 入
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たに入でな の 、 し品
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２

該

納納札の平道当

入次

行調

にい成が

参ず
北指物

加れ年う達 入入
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第

１

ーー達

札調パパ調契

入
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するルルす
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のおの平
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りのを年

一入受

般札け月
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時方 争係。日
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十 期法先は所
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日

便海結

平申れ郵北査
審

書な番道果

成請ば

年のら号教を

金 提な育申
庁請 月出い

曜 先。－釧者
路に 日の

日 教通 か指
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、加めば に 自 でし参定
る 法 る要資るな よ 治 あ

のこな 条 施 こ求格とら

令 。様審ろい 件 行 と仕

一
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の２ 争

に当告争関
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第札、
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に迅

要る
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る１
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項

平
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数１１
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入
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い
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ま成路務

日作釧総
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た浦
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札

提番

を１
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、 以
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てげ
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）北貸て・

金、賃れス
いテ
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海借いメ

聾をとン
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釧資

制

る体
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学有。ス
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備
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こ
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度
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路）科校仕日に

に。契
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教））
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るだ期

長よた約

局

ラ
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、を
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実シ
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）

達
調
府
政
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れ
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イ

け
な
し号
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で第るか

者う す ）

９
約開に入る

契要そ号ア
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札 書掲札落額
算 の時決 成る額加
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月
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い
て
れ
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の入等

１
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５
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